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職
員
の
皆
さ
ん
は
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
以
上
に
、
従
来
の
措
置
制
度
か
ら
介
護
保

険
制
度
へ
の
移
行
に
と
も
な
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
仕
組
み
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス

が
説
明
と
契
約
に
も
と
づ
い
て
提
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
日
課

や
職
員
の
勤
務
時
間
、
内
容
も
変
え
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
い
か

に
担
保
し
て
、
し
か
も
健
全
経
営
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
平
成
十
八
年

に
は
区
か
ら
の
委
託
方
式
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
へ

移
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
で

新
た
な
予
防
給
付
が
導
入
さ
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

開
設
二
十
年
目
を
迎
え
た
平
成
二
十
年
度
を
も
っ

て
大
塚
み
ど
り
の
郷
は
公
設
民
営
か
ら
民
設
民
営
へ

衣
替
え
を
し
ま
し
た
が
、
経
営
面
で
は
年
々
厳
し
い

状
況
が
続
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
年
度
か
ら
文
京

大
塚
は
社
会
福
祉
法
人
洛
和
福
祉
会
へ
文
京
湯
島
と

文
京
昭
和
も
社
会
福
祉
法
人
芙
蓉
会
へ
事
業
を
委
譲
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

長
年
に
わ
た
る
ご
支
援
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
地
域
生
活
が
営
め
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

特集 

「文京区事業」 

今
か
ら
五
十
年
以
上
前
に
、
信
愛
病
院
で
は
「
寝
た

き
り
老
人
を
つ
く
ら
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
結
核

医
療
か
ら
生
活
習
慣
病
（
成
人
病
）
医
療
へ
の
転
換
を

図
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
に
は
努
力
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
生
活
の
自
立
が
で
き
ず
、
家
に
帰
る
こ
と
が

か
な
わ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
信
愛
の
園
」
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
文
京
区
に
は
大
学
病
院
や
都
立
病
院
な
ど
、

急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
が
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
退
院
し
た
あ
と
の
ケ
ア
が
で
き
な
い
た
め
に
家

へ
帰
れ
な
い
区
民
は
多
摩
地
域
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
へ
入
所
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

文
京
区
は
「
文
京
区
に
特
養
を
」
を
合
言
葉
に
土
地
と

建
物
を
準
備
し
て
、
私
た
ち
信
愛
報
恩
会
が
運
営
を
す

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
公
設
民
営
型
の
特
養
を
つ
く
り

ま
し
た
。
同
時
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
二
年
後
、
わ
が
国
で
も
珍
し
い
小
学
校
併
設
の

湯
島
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
同
じ
く
小
学

校
併
設
の
昭
和
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
地
域
包

括
ケ
ア
モ
デ
ル
の
芽
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 

続
い
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
保

険
法
施
行
後
に
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

立
て
続
け
に
開
設
し
ま
し
た
か
ら
、
歴
代
の
施
設
長
や

文
京
区
で
の
介
護
事
業
を
振
り
返
っ
て 
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地
図
で
見
る
文
京
区 

 

文
京
区
に
は
、
大
塚
、
湯
島
、
昭
和

と
三
つ
の
拠
点
が
あ
り
、
多
く
の
高
齢

者
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

都内における信愛報恩会のサービスエリア 文京区内におけるサービスエリア 

清瀬市 
本部 

梅園・清戸 

文京区 
大塚 

湯島・昭和 

荒川区 
西尾久 

東尾久 大塚サービス 

昭和サービス 

湯島サービス 

文
京
区
事
業
に
つ
い
て 

 

昭
和
六
十
三
年
よ
り
、
文
京
区
の
地

域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
九
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
、
文
京
区
の
事
業

は
後
継
法
人
へ
事
業
委
譲
と
な
り
ま

す
。 長

年
ご
利
用
い
た
だ
い
た
ご
利
用
者

や
ご
家
族
の
皆
様
、
目
の
前
に
い
る
ご

利
用
者
の
た
め
に
真
摯
な
ケ
ア
を
提
供

し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
、
文
京
大
塚
、
文

京
湯
島
、
文
京
昭
和
の
地
で
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に
感

謝
を
こ
め
て
、
特
集
を
組
み
ま
し
た
。 

皆
様
の
思
い
出
の
片
隅
に
、
信
愛
で

過
ご
し
た
ひ
と
時
が
い
つ
ま
で
も
残
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

  

文
京
区
事
業
の
年
表 

 昭
和
六
十
三
年 
 

文
京
大
塚
み
ど
り
の
郷
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
受
託 

定
員
６
０
名
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
４
名 

＊
こ
の
頃
は
、
文
京
区
の
高
齢
者
は
、
多
摩
地
域
の
特
養
に

入
所
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、「
文
京
区
に
特
養
を
」

を
合
言
葉
に
公
設
民
営
型
施
設
と
し
て
誕
生 

同
年 

 
 

 
 

大
塚
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
受
託 

＊
会
食
サ
ー
ビ
ス
も
ス
タ
ー
ト 

平
成
元
年 

 
 

 

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス
開
始 

平
成
二
年 

 
 

 

湯
島
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
受
託 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
小
学
校
併
設
型
で
一
躍
注
目
を
浴
び
た 

平
成
四
年 

 
 

 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
受
託 

＊
文
京
区
初 

平
成
八
年 

 
 

 

２
４
時
間
巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
受
託 

＊
国
の
モ
デ
ル
事
業 

平
成
九
年 

 
 

 

昭
和
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
受
託 

平
成
十
二
年 

 
 

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
（
指
定
介
護
保
険
事
業
へ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
職
員
配
置
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
契
約
の
取
り
交
わ
し
な
ど

急
激
な
環
境
変
化
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
塚
、
湯
島
、
昭
和
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設 

平
成
十
五
年 

 
 

大
塚
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始 

平
成
十
七
年 

 
 

文
京
区
受
託
事
業
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
へ
と
移
行 

平
成
十
八
年 

 
 

大
塚
地
域
包
括
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
誕
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
介
護
予
防
事
業
開
始 

平
成
二
十
年 

 
 

公
設
型
施
設
か
ら
民
設
型
施
設
へ
転
換 

平
成
二
十
九
年 

 
後
継
法
人
へ
事
業
譲
渡 

          

伝
い
を
し
、
ご
自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
時
に
症
状
が
悪
化
し
た
ら
一
時
的
に
入

院
し
て
症
状
を
緩
和
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

早
期
か
ら
の
緩
和
ケ
ア 

  

二
十
年
前
は
、
が
ん
に
な
る
と
が
ん
の
治
療
を
行
い
、
「
辛
さ
」
は
我
慢
し
、

治
療
が
終
わ
る
と
緩
和
ケ
ア
を
行
う
と
い
っ
た
考
え
方
で
し
た
が
、
今
で
は
が
ん

に
対
す
る
治
療
と
並
行
し
て
緩
和
ケ
ア
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
（
右
図
）。
そ
し
て
、

状
況
に
合
わ
せ
て
割
合
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
治
療
し
て
い
る
病
院
で
も
、
在
宅
療
養
を
し

て
い
て
も
、
緩
和
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 が
ん
カ
フ
ェ
で
語
る
こ
と
の
意
味 

 

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
で
最
も
多
い
病
気
で
す
。
現
在
、
３
人
に
１
人
が
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
診
断
技
術
や
治
療
が
発
展
す
る
こ
と
で
、
が
ん
と

共
に
長
く
生
き
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
病
気
を
抱
え
な
が
ら
、

悩
ん
で
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
５
年
前
か
ら
は
、
清
瀬
駅
近
く
の
会
議
室
で
、

隔
月
で
「
が
ん
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
病
気
の
こ
と
、
辛
く
て
悩
ん
で

い
る
こ
と
、
将
来
の
不
安
、
看
病
が
大
変
な
こ
と
、
最
愛
の
家
族
を
な
く
し
た
こ

と
、
色
々
な
悩
み
や
思
い
を
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
語
り
合
い
ま
す
。
語
り
あ
う

こ
と
で
、
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
ひ
と
り
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
気
持
ち
が

楽
に
な
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ふ
ら
っ
と
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。 

 

ホ
ス
ピ
ス
マ
イ
ン
ド
を
次
の
時
代
へ 

 

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
に
決
ま
っ
た
時
、「
お
も
て
な
し
」
が

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
緩
和
ケ

ア
病
棟
で
の
ケ
ア
の
原
点
は
、
こ
の
「
お
も
て
な
し
」
で
す
。 

時
代
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
旅
の
巡
礼
者
が
病
気
に
な

っ
た
時
に
教
会
な
ど
で
看
病
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
収
容
施
設
を
「
ホ
ス
ピ

テ
ィ
ウ
ム
」
と
呼
び
ま
し
た
。
今
日
の
病
院
を
指
す
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
起
源
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
１
９
６
７
年
に
シ
シ
リ
ー
ソ
ン
ダ
ー
ス
と
い
う
女
医
が
、

ロ
ン
ド
ン
で
セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
ホ
ス
ピ
ス
を
建
設
し
、
緩
和
ケ
ア
を
基

本
と
し
た
近
代
ホ
ス
ピ
ス
の
基
礎
を
作
り
ま
す
。 

シ
シ
リ
ー
ソ
ン
ダ
ー
ス
は
、
①
モ
ル
ヒ
ネ
な
ど
の
鎮
痛
薬
を
適
切
に
使
用
す
る

こ
と
で
、
が
ん
の
痛
み
の
緩
和
が
で
き
る
、
②
身
体
的
な
痛
み
を
取
り
除
く
こ
と

が
出
来
て
も
心
理
面
や
社
会
面
の
痛
み
が
残
る
、
③
こ
の
痛
み
を
「
全
人
的
な
痛

み
」
と
表
し
、
ホ
ス
ピ
ス
で
は
全
人
的
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。 

シ
シ
リ
ー
ソ
ン
ダ
ー
ス
は
、「
あ
な
た
は
あ
な
た
で
あ
る
か
ら
重
要
で
あ
り
、

あ
な
た
の
人
生
の
最
後
の
時
ま
で
重
要
で
す
。
私
達
は
あ
な
た
が
平
安
の
う
ち
に

死
ぬ
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
最
後
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え

方
は
、
ホ
ス
ピ
ス
マ
イ
ン
ド
と
い
わ
れ
、
ケ
ア
す
る
人
た
ち
の
心
の
あ
り
よ
う
と

ホ
ス
ピ
ス
は
場
所
で
は
な
く
、
そ
の
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
す
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。 

 

イ
ギ
リ
ス
か
ら
始
ま
っ
た
ホ
ス
ピ
ス
運
動
は
日
本
に
も
伝
わ
り
緩
和
ケ
ア
病

棟
と
い
う
形
で
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
信
愛
病
院
で
は
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
二
十
年
と
い
う
年
月
を
か
け
て
、
す
べ
て
の
病
棟
の

ス
タ
ッ
フ
に
ホ
ス
ピ
ス
マ
イ
ン
ド
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
い
ま
だ
に
「
が
ん
の
痛
み
を
我
慢
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
患
者
さ
ま
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
の

こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
清
瀬
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
週

間
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
行
い
、
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 
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↑文京大塚 （大塚みどりの郷、高齢者在宅サービスセンター、介護保険センター、大塚地域包括支援センター） 

 

↓湯島・昭和 （高齢者在宅サービスセンター、介護保険センター） 

 

大塚みどりの郷（５階建） 屋上で行う納涼会は大好評でした 

高齢者在宅サービスセンター 

湯島高齢者在宅サービスセンターは、旅館のようなたたずまい 

やすらぎと活気にあふれ 

気軽に立ち寄れるがモットー 

PHOTO  MEMORIES 
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このページでは、信愛報恩会のスタッフやボランティアさんをご紹介していきたいと思
います。今回は、信愛病院もの忘れ外来の医師であり、認知症専門医である青栁先生をご
紹介します。 

もの忘れ外来 毎週水曜日 午前 9:00～12:00 予約制 電話番号 042-491-3211 

 

―認知症専門医として心掛けていることを教

えてください。 

ご本人だけでなく、介護をする皆さんの不安や

負担ができるだけ少なくなることを目標にして

います。認知症になってしまったら終わりではな

く、適切な治療と環境調整により、長くお元気で

いられることも多いです。こういったことや、疾

病について理解していただくため、できるだけわ

かりやすい説明を心がけ、受診の際の不安が和ら

ぐよう、笑顔で診療に当たっています。 

―認知症専門医を目指そうと思ったきっかけ

を教えてください。 

小さいころから精神科医の祖父が近所のお年

寄りを往診するのに付いて行ったり、患者さんの

おばあさんの家を学校帰りに訪ねたりしていま

した。おじいちゃんっ子だったこともあり、同じ

精神科医となり、お年寄りの助けになりたいと老

年精神医学を専門分野に選びました。 

 

 

 

 

―信愛の友読者へメッセージをお願いします。 

 

 

 

 

信愛病院 

もの忘れ外来  

認知症専門医 

青栁
あおやぎ

 宇以
う い

 

名前の由来：私の故郷である愛知県の名物、「青柳ういろう」

です。苗字が青栁なので「ういろう」にしようという祖父

の一言から、女の子なので「うい」だけにしよう…と両親

が決めました。 

趣味：絵や工作、裁縫、料理など、モノを作ることです。

特に料理が好きで、ベーコンやからすみも自分で作ります。 

 

Q.もの忘れ外来はどんな症状の時にかかればいいでしょうか？ 

A. もの忘れには年齢相応のいわゆる『ど忘れ』（例えば、約束の時間や場所を忘れるがヒントで思い出すなど）

と『認知症が疑われるもの忘れ』（約束したこと自体を忘れてしまうなど）があります。 

具体的には①何度も同じことを言う、新しいことが覚えられない、②慣れた場所で迷子になる、③電化製品

の使い方がわからなくなった、④身だしなみに気を遣わなくなった、季節や場にそぐわない服装をする⑤仕事

や趣味に興味がなくなった、⑥突然怒り出したり、感情の起伏が激しくなった、⑦財布などを盗られたという

妄想や幻覚がある、⑧夜眠れない、昼夜逆転しているなどの症状があります。 

また気になることがあればお気軽にご相談ください。 
 

Q.もの忘れ外来ではどんな検査や治療をしますか？ 

A. まずはご本人とお話して、問診や筆記でのもの忘れの検査をしたり、ご家族や施設の職員から、普段のご様

子などをお聞きします。 

その後、必要に応じて血液検査や心電図などの身体検査、脳の画像検査（MRI や脳血流検査などが必要な場

合は、連携している病院でご予約いただきます）を行います。これらの結果をもとに診断を行い、必要に応じ

てお薬を処方したり、現在生活の上で困っていることを改善するために環境調整を行っていきます。 
 

Q.診察時間はどれくらいかかりますか？ 

A. 症状によりますが、初診では約 30 分～1 時間程度お時間をいただきます。 
 

Q.最近、父の物忘れがひどくなっているので病院に連れて行きたいと思っています。しかし、「病院には行

きたくない」と言って行こうとしてくれません。どうしたらよいでしょうか？ 

A. 「認知症の検査をしよう」「もの忘れ外来に行こう」と説明すると拒否されてしまうときは、「健康診断に

行こう」「体の調子を診てもらいましょう」とお誘いすると良いかもしれません。それでも難しそうなときや、

どうしたら良いかわからないときは、まずご家族だけが受診していただいて相談することも可能です。 
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しんあ 

 
 

よろず健康教室 信愛の園（特別養護老人ホーム）の作品 

信愛苑（特定有料老人ホーム） 信愛デイケアセンター しんあい清戸の里 

 

し
ん
あ
い
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ 

 
 

 
 
 
 
 

 

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
と
は
？  

 

信
愛
報
恩
会
で
は
、
バ
ザ
ー
と
同
時
に
文
化
祭

と
い
う
形
で
、
利
用
者
の
作
品
展
示
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
３
年
前
よ
り
バ
ザ
ー
と
は
別
開
催

で
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ア
ー
ト
に
は
、
「
芸
術
」
だ
け
で
な
く
、
「
技
」

と

い

う

言

葉

の

意

味

が

あ

り

ま

す

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
愛
報
恩
会
が
行
っ
て
い
る
色
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
「
ア
ー
ト
」
に
触
れ
合
う
機
会
を
企

画
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
６
日
間
の
開
催
で
、
十
月
三
十
一

日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で
、
６
日
間
開
催
し
、
多

く
の
方
に
ご
参
加
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ご
利
用
者
の
作
品
展
示 

 

信
愛
苑
、
信
愛
の
園
、
信
愛
の
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
、
清
戸
の
里
な
ど
、
信
愛
の
ご
利
用
者
の
皆

様
が
日
ご
ろ
制
作
さ
れ
て
い
る
作
品
を
展
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
画
、
書
、
花
、
細
工

な
ど
色
々
な
作
品
が
あ
り
、
来
場
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
一
年
か
け
て
、

来
年
も
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
だ
け
で
す
が
、
こ
こ
で

ご
紹
介
し
ま
す
。 

縁起熊手（複合型ケアほほえみ） 夕陽に燃ゆる法隆寺（信愛デイケア） 
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リラックス体験 音楽療法 

アロマスプレー作り 

アートフェスタプログラム 

 

脳トレ ラフターヨガ 

ボイストレーニング 

荒川ころばん体操 

 午前 午後① 午後② 

10/31(月) 音楽療法体験 絵手紙教室 リラクセーション体験 

11/1(火) アロマスプレー作り マカロンメモスタンド作り 脳トレ体験 

11/2(水) ラフターヨガ体験 クリスマス飾りづくり 
終活セミナー： 

エンディングノートで思いを託す 

11/3(木) 信愛報恩会 見学バスツアー 

11/4(金) コンサート ボイストレーニング 荒川ころばん体操 

11/5(土) 子供対象：職業体験 子供対象：バルーンアート 講演会：認知症になったら？ 

 

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム  

 

信
愛
報
恩
会
で
行
っ
て
い
る
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

信
愛
病
院
の
音
楽
療
法
士
に
よ
る
「
音
楽
療
法

体
験
」
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
「
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
体
験
」
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
「
ア

ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作
り
」、
清
瀬
市
の
介
護
予
防
事

業
で
あ
る
「
脳
ト
レ
体
験
」、
荒
川
区
の
介
護
予

防
事
業
で
あ
る
「
荒
川
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
、
そ
の

他
、
今
回
特
別
に
、
信
愛
報
恩
会
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
体
験
」
、
外
部
講
師
に
よ
る

「
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
い
ま
し
た
。 

一
番
の
人
気
は
「
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
で
、

一
年
に
一
度
で
は
な
く
、
定
例
化
し
て
欲
し
い
と

希
望
が
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。 
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講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム  

 

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
記
念
講

演
も
企
画
し
ま
し
た
。 

信
愛
病
院
の
も
の
忘
れ
外
来
を
担

当
し
て
い
る
青
栁
先
生
に
よ
る
「
認

知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
？
」
で

す
。
認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
。
も
し
、
自
分
自

身
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
に

正
し
い
知
識
と
対
処
方
法
を
知
っ
て

お
く
こ
と
で
、
早
期
発
見
に
繋
が
り
、

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
認
知
症
」
に
関
し
て
は
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
不
安
に
思
っ
て
い
る

方
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
方
が
聞
き

に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

バルーンアート 

クリスマス飾り作り マカロンメモスタンド作り 

絵手紙教室 介護士体験 

教
育
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム  

 
今
回
は
、
子
供
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
企
画
し
ま
し
た
。
看
護
師
や
介

護
士
の
仕
事
を
体
験
す
る
職
業
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
幼
稚
園
や
小

学
校
の
子
供
達
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
「
車
椅
子
に
乗
っ
た
の
が

楽
し
か
っ
た
」「
（
高
齢
者
体
験
を
し

て
み
て
）
お
年
寄
り
を
大
切
に
し
た

い
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
将
来

に
生
か
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
。 

 

ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム  

 

ア
ー
ト
に
関
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
、
開
催
し
ま
し
た
。
絵
手
紙
教

室
は
清
戸
の
里
の
講
師
で
あ
り
ま

す
吉
本
様
。
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
は
、

よ
ろ
ず
健
康
教
室
の
芝
山
様
。
マ
カ

ロ
ン
メ
モ
ス
タ
ン
ド
は
、
清
瀬
で
活

躍
し
て
い
る
清
瀬
リ
ボ
ン
の
会
の

徳
永
様
、
渡
辺
様
。
子
供
達
が
大
好

き
な
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
は
、
サ
ト
ル

様
。
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
干
場
様
。

こ
の
場
を
か
り
ま
し
て
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

   

看護師体験 

秋の歌コンサート 

も
う
一
つ
の
講
演
は
、
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
で
あ
る
高
井
先
生
に
よ
る
終
活
セ

ミ
ナ
ー
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で
思
い

を
託
す
」
で
す
。
終
活
と
は
「
自
分
の
終

焉
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
今
を
よ
り
よ

く
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
活
動
」

で
す
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ

ば
良
い
か
「
マ
イ
ノ
ー
ト
（
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
）
」
を
使
い
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
も

し
も
の
時
に
後
悔
を
し
な
い
よ
う
に
、
準

備
を
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
マ
イ
ノ
ー

ト
に
記
載
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
過
去
や

今
を
改
め
て
見
つ
め
な
お
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
の
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

講師：青栁宇以先生 

講師：高井豪先生 
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相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
信
愛
報
恩

会
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
予
約
制
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

「
よ
ろ
ず
相
談
」、
緩
和
ケ
ア
認
定
看

護
師
に
よ
る
「
が
ん
看
護
相
談
」、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
「
グ
リ
ー
フ
相

談
（
遺
族
ケ
ア
）
」
、
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
「
終
活
相
談
」、
サ
高
住

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
住
ま
い
相
談
」

で
す
。「
よ
ろ
ず
相
談
」
は
通
常
も
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
か
あ
り
ま

し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

信
愛
報
恩
会
見
学
ツ
ア
ー 

  

十
五
人
限
定
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
清
戸
に
あ
る
「
し
ん

あ
い
清
戸
の
里
」、
信
愛
病
院
、
信
愛

苑
、
信
愛
の
園
（
特
養
）
、
信
愛
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
そ
の
後
、

特
養
で
の
食
事
を
試
食
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト 

 

第
３
回
目
は
、
応
募
総
数
は
、
２

２
件
で
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

絵
手
紙
は
、
手
紙
で
す
の
で
、
本

来
は
優
劣
と
い
う
評
価
は
適
切
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
掲
示
さ
れ
て
い
る
中
か

ら
、
理
事
長
、
常
務
、
病
院
管
理
者

に
よ
る
「
い
い
ね
！
」
賞
を
下
記
に

発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
応

募
し
て
い
た
だ
い
た
絵
手
紙
の
一
部

は
、
患
者
さ
ま
や
ご
利
用
者
さ
ま
に

寄
贈
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
第
４
回
目

も
沢
山
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り 

  

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
に
来
場
い
た
だ

い
た
皆
様
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
生
か

ら
九
十
代
の
方
ま
で
、
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

半
数
の
方
は
信
愛
報
恩
会
に
始
め
て

き
た
と
い
う
方
で
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
し
て
は
、「
満
足
」
と
い
う
声

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

             

皆
様
の
声
や
要
望
を
考
慮
し
な
が

ら
、
ま
た
、
来
年
度
も
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
信
愛
の
友
の
夏
号
で
日
程
を

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

 
  

満足, 

78% 

やや満

足, 5% 

不満, 

1% 

無記

入, 

16% 

プログラムの満足度 

見学ツアー（試食付） 

第
３
回
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト 

「い
い
ね
！
賞
」作
品
発
表 

「
あ
く
し
ゅ
」
は
、
な
か
よ
し
、
平
和
の
基
本
で
す
ね
。 

「
安
心
感
」
が
ネ
コ
の
表
情
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
ま
す
。 

皆
が
「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝
の
言
葉
と
笑
顔
で
い
れ
ば

最
高
で
す
。 

達
磨
さ
ん
の
圧
倒
的
な
迫
力
。 

今
に
も
葉
書
か
ら
出
て
き
そ
う
で
す
。 

●
理
事
長
賞
：
後
藤
様 

●
常
務
賞
：
新
圧
様 

●
院
長
賞
：
大
井
様 

●
看
護
部
長
賞
：
吉
成
様 
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寄付金総額    1,298,956 円  

 

◇寄付金・寄付物品 2016 年 9 月 

寄付金合計    480,000 円  

信愛病院寄付 

匿名様      300,000 

匿名様      100,000 

匿名様       30,000 

福島 安孝様  クオカード 

匿名様 ピュアレクスマット 

信愛の園寄付 

森山 聰様     お米 20Kg 

信愛のぞみの郷寄付 

後援会       50,000 

◇寄付金 2016 年 10 月 

寄付金合計    595,000 円  

法人寄付 

米満 芳江様    50,000 

信愛病院寄付 

姥山 千文様      300,000 

矢島 トリ様      100,000 

風見 淑子様       10,000 

匿名様             20,000 

坂田 由美子様   車椅子 

津田 和雄様 お菓子 2 箱 

福岡 雅人様 お菓子 

斉藤 光宏様     お菓子 

匿名様           品物 

信愛の園寄付 

匿名様        30,000 

匿名様            30,000 

匿名様        20,000 

匿名様       5,000 

大塚みどりの郷寄付 

匿名様               30,000 

◇寄付金 2016 年 11 月 

寄付金合計       223,956 円  

法人寄付 

しんあいバザール隊   13,956 

信愛病院寄付 

田口 紀美子様       100,000 

中村 靜夫様          50,000 

坂本 美知子様     お菓子 

鈴木 勝巳様      お菓子 

匿名様 トイレットペーパー等 

信愛の園寄付 

野村 知加始様     車椅子等 

長井 通泰様    シルバーカー 

匿名様               10,000 

大塚みどりの郷寄付 

藤下 佳子様        50,000 

 

◇お詫びと訂正 

信愛の友秋号の寄付報告に掲

載漏れがありました。 

2016 年 7 月「荒岡 世喜様 10,000」 

荒岡様には不安とご迷惑をお掛

けしたことを心より深くお詫び

申し上げます。 

 

イベントレポート 
信愛病院：難民申請外国人に無料健診実施（都内初）、 年末のホームレス支援 

信愛病院は、無料低額診療事業を積極的に行っており、

その一貫として、外国人の難民申請者を含む外国人生活困

窮者に対して、無料や低額での医療を提供しています。

年 月 日に、難民申請者を含む外国人生活困窮

者を対象とした無料健康診断を都内の病院として始めて

行いました。言葉や文化の問題で、通訳や多数のボランテ

ィアが必要なため、外来が休みの日曜日に実施しました。

当日はアジア、アフリカなど カ国の方々、約 名の方

が健康診断を受けました。健康保険証を持てない難民の方

は、具合が悪くなって受診すると、既に症状が悪化してい

る方が少なくありません。そのため、身体の異変に早く気

づくよう予防の段階から関わることが重要のため、今後も

定期的に実施していくつもりです。

また、当院が所属する東京都社会福祉協議会医療部会で

は、ホームレス支援として、年末の炊き出しを行っていま

す。今年も、信愛病院のスタッフが参加しました。

↓年末の 

炊き出し風景 

↑健康診断の 

ミーティング 

風景 
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寒い冬が訪れました。そしてインフルエンザが流行する

季節になりました。インフルエンザは冬になると皆さんの

まわりに流行してしまう病気です。 

 

◇近年、検査と治療方法は大きく変わった 

今回は、インフルエンザの検査と治療についてお話しま

す。最近では鼻の奥に綿棒を入れて検査をして、すぐにイ

ンフルエンザになっているかどうかがわかるようになり

ました。そしてインフルエンザに効く薬が出てきて広く使

われるようになりました（右表）。 

 

◇10000 人に 1 人が亡くなる病気 

症状は急に高熱がでて、ふしぶしが痛くなり、だるくて

動くことが億劫になり寝込んでしまいます。インフルエン

ザは数日間高熱が出て苦しい病気です。まれに肺炎になっ

て入院したり、死亡する場合がある病気です。どの程度の

人が亡くなるかというと、インフルエンザに感染した人の

約 0.01% 、10000 人に 1 人ぐらいが亡くなる病気です。

しかし、普通は２、３日間熱がでて苦しくなりますが、そ

の後は治ってしまいます。 

 

◇陰性となった場合は要注意 

冬に急に熱が出た場合インフルエンザの検査をするこ

とがあります。その検査の結果でインフルエンザかどうか

判断されます。インフルエンザの検査は「どの程度」正確

にわかるのでしょうか。インフルエンザの検査が陽性と出

た場合は、ほぼインフルエンザにかかっていると判断でき

ます。 

しかし、インフルエンザの検査が陰性となった時は注意 

が必要です。インフルエンザに感染していても１０人のう

ち約３人は陰性になります。インフルエンザなのに、検査

ではインフルエンザではないという結果になります。イン

フルエンザの検査が陰性であっても症状や診察した身体

の様子から医師はインフルエンザと診断します。 

 

◇「どの程度」効くかを考える 

また、治療に使っているインフルエンザの薬は「どの程度」

効果があるのでしょうか。インフルエンザの薬は、熱の期

間が約半日短くなる効果は確認されています。しかし、肺

炎を予防したり、死亡を予防するほどの効果がどの程

度あるのか、まだはっきりわかりません。インフルエ

ンザの薬の効果はその程度なので、体力のある大人は

インフルエンザの薬を使わないという治療も可能で

す。インフルエンザの治療が必要なのは、体力のない

高齢の方や肺や心臓の病気を持っている人です。 

「効くのか、効かないのか」「わかるのか、わからな

いのか」と２つを比べてしまうと、勘違いしてしまう

かもしれません。「どれくらい効くのか」「どの程度、

検査でわかるのか」をちょっと立ち止まって考える必

要があるのではないかと思います。 

まとめです。インフルエンザ検査の陰性は要注意が

必要です。また、元気な大人であれば、インフルエン

ザの薬は必要でない場合もあります。 

そのことをふまえて検査や治療は、どれくらいメリッ

トがあるのか、どの程度効くのか、その「程度」を考

えましょう。 

高世秀仁 Drの 病気とうまくつきあう 

本日のテーマは 

「インフルエンザの検査

と治療について」 

 

 

1. オセルタミビルリン酸塩（タミフル） 

→A 型・B 型両方のインフルエンザウイ

ルスの増殖を防ぐ効果がある 

 

2. ザミナビル水和物（リレンザ） 

→吸入薬で A 型・B 型インフルエンザに

効果がある 

 

3. ラニナミビルオクタン酸エステル水和物

（イナビル） 

→A 型・B 型インフルエンザの治療に効

果があり、リレンザと同じ吸入薬である。 

 

4. ペラミビル（ラピアクタ） 

→点滴注射薬である 

 

5. アマンタジン塩酸塩（シンメトレル） 

→粒子を構成できなくする働きをもって

おり、A 型インフルエンザに効果がある 

インフルエンザの薬と効果 
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日々のケア場面で突き当た
る「どうしたらいいの？」
をほんの少し解消 
 
 スマイルケアは今号で終
わりになります。 
 2 年間読んで頂きありが
とうございました。 

長めの道 

を歩く 

今日はエレベー

ターではなく階

段にしてみよう 

今回のテーマは、

 

 

 

外に出るのが辛く感じる季節となってき

ました。そんな中、運動する時間が減ってく

る方も多いのではないでしょうか。加齢に伴

って徐々に筋肉量は減少するといわれてい

ます。予防するためには、運動をして筋肉量

や筋力を増やすこと、必要な栄養素をしっか

りと摂る事が大切となります。 

運動には、筋力トレーニングと全身を使っ

た有酸素運動があります。はりきって運動を

しなければ、と思って急に無理をすると長続

きしなかったり、身体に負担をかけてしまい

ます。では、どんな運動をしたらよいかご紹

介します。無理なく楽しく続けられる運動を

徐々に取り入れていきましょう。 

（信愛病院 理学療法士 渡村） 

普段の生活に“有酸素運動”を取り入れよう 

 
運動を長続きさせるポイント 

① 身体に負担をかけすぎない 

② 普段の生活に有酸素運動を取り入れる 

③ 楽しく続けられる運動を行う 

有酸素運動・・・全身を使った比較的軽い運動 

NHK の「みんなの体

操」を行う（毎日 9 時

55 分～放送中） 少しだけ 

速く歩く 

「○○なんて非常識ね」と、いらいら、もやも

やしてしまうこと、皆さん経験あると思います。 

人は、自分にとって「あてはまらない」という時

に、『非常識』と捉えるところがあります。 

しかし、自分にとっての『常識・非常識』と、

相手の『常識・非常識』は必ずしも同じではあり

ません。ケアの現場では、ケア側の『常識・非常

識』を相手に押し付けてしまうことは注意が必要

です。相手がどのように暮らし、どのように考え

ているか耳を傾け、時に話し合ったり、なぜなの

かきちんと説明することが大切です。 

そうして相手の気持ちを考えることで不思議

と心がすっきり軽くなります。 

（人材開発室 藤井） 

座っても

行える 

 歯磨きはずっと

２回よ 
 

歯磨きは 1 日に 

３回が常識！ 

例：歯磨きは１日何回すべき？ 

皆さんはどのように考えますか？ 

 １日２回は非常識？歯磨きは、回数の問題？ 

 １日３回磨いても、ちゃんと磨けていなければ

意味がないかもしれません。 

 口腔ケアは、誤嚥性肺炎の防止につながります。 

 お口の中のトラブルはないでしょうか？ 
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編集発行人：鐙 勉 

信愛の友編集委員会 

次号は、4 月後半予定 

特集「ボランティア」 

我
々
編
集
部
の
実
働
メ
ン
バ
ー
は
女

性
が
中
心
な
の
で
す
が
、
彼
女
た
ち
は

実
に
よ
く
働
き
ま
す
。
次
々
と
仕
事
を

こ
な
し
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど

こ
か
ら
出
て
く
る
の
か
と
不
思
議
に
思

う
く
ら
い
気
持
ち
の
よ
い
働
き
ぶ
り
で

す
。 編

集
と
は
、
取
材
を
し
て
、
良
さ
や

個
性
を
見
つ
け
、
言
葉
を
選
び
、
読
者

に
届
け
る
作
業
で
す
。
彼
女
た
ち
の
言

葉
に
は
「
届
け
る
」
と
い
う
力
を
強
く

感
じ
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
思
い
が
だ

ん
だ
ん
と
誌
面
を
飛
び
出
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
、
企
画
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
構
築
と
い
う
形
で
法
人
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
「
広
報
」
と
い
う
要

素
が
拡
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
動
き
は
世
の
中
で
は
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
「
広
報
」
を

通
し
て
多
く
の
方
々
に
信
愛
報
恩
会
を

知
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
と
な
ん
だ
か

わ
く
わ
く
し
ま
す
。 

溢
れ
る
思
い
を
形
に
。
自
然
な
流
れ

で
い
け
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
石
尾
） 

  

        

 

清瀬信愛教会 
牧師 竹前 治 

編
集 

後
記 

 

「
信
愛
教
会
の
特
色
」 

 

「
愛
は
忍
耐
強
い
。
愛
は
情
け

深
い
。
ね
た
ま
な
い
。
愛
は
自
慢

せ
ず
、
高
ぶ
ら
な
い
。
礼
を
失
せ

ず
、
自
分
の
利
益
を
求
め
ず
、
い

ら
だ
た
ず
、
恨
み
を
抱
か
な
い
。

不
義
を
喜
ば
ず
、
真
実
を
喜
ぶ
。

す
べ
て
を
忍
び
、
す
べ
て
を
信
じ
、

す
べ
て
を
望
み
、
す
べ
て
に
耐
え

る
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一 

１
３
：
４
―
７
） 

 

信
愛
教
会
の
特
色
が
今
回
の
テ

ー
マ
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず
教
会
と

は
何
か
で
す
が
、
教
会
と
は
建
物

の
こ
と
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
様
を

信
じ
る
群
れ
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
教
会
の
特
色
と
い

え
ば
、
そ
れ
は
救
い
主
イ
エ
ス
様
を

信
じ
る
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
上
記
の

聖
書
は
信
愛
報
恩
会
が
大
切
に
し
て

い
る
『
信
じ
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
』

の
原
点
が
あ
り
、
ま
た
教
会
の
原
点

で
も
あ
り
ま
す
。  

愛
と
言
う
と
こ
ろ
に
「
主
イ
エ
ス
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
直
す
と
、
こ
の

言
葉
の
意
味
が
は
っ
き
り
と
し
て
き

ま
す
。
イ
エ
ス
様
は
忍
耐
強
く
、
う

ら
み
、
ね
た
み
、
不
義
を
喜
ぶ
方
で

は
な
く
、
む
し
ろ
人
間
の
不
誠
実
を

常
に
耐
え
ら
れ
、
十
字
架
の
死
に
至

る
ま
で
耐
え
忍
ん
で
く
だ
さ
っ
た
ほ

ど
に
、
人
間
を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
で
す
。 

そ
の
愛
に
感
謝
し
、
そ
の
愛
に
生

き
た
い
と
願
い
続
け
て
い
る
の
が
教

会
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
教
会
の
門
を

た
た
い
て
、
イ
エ
ス
様
の
愛
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
「
信
愛
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
の
働
き
」 

 

日
々
の
働
き
と
し
て
は
、
病
棟
の
申
し

送
り
に
参
加
し
患
者
さ
ん
の
状
態
を
把
握

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
か
ら
、
関

わ
り
が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り

ま
す
の
で
、
訪
室
し
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。 

毎
月
の
働
き
と
し
て
は
、
病
棟
運
営
会

議
で
の
報
告
、
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト
後
の
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
で
の
語
ら
い
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
助
言
者
）
、

季
節
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
は
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
顔

見
知
り
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
会
話
が
始
ま

り
、
関
係
性
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
苦
痛
の
緩
和
を
助
け

る
お
手
伝
い
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま

す
。 

 

も
う
一
つ
重
要
な
働
き
と
し
て
、
亡
く

な
っ
た
後
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
（
悲
哀
の
ケ

ア
）
で
す
。
デ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
い

っ
て
、
亡
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
ケ
ー
ス

検
討
会
、
毎
月
行
わ
れ
る
遺
族
に
対
す
る

茶
話
会
、
一
年
に
一
度
の
遺
族
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

集会のご案内 

主日礼拝 日曜日 

○信愛病院内外来 

9:20～10:00 

○教会礼拝堂 

10:30～11:45 

 

 チャプレン 

武井 アイ子 


